
地
下
水
の
浸
食
に
よ
る
参
道

下
の
大
き
な
空
（
う
ろ
）
を
埋

め
る
た
め
側
溝
を
据
え
直
し
法

面
の
土
留
め
を
し
、
参
道
と
隣

接
す
る
市
道
の
補
修
工
事
を
し

ま
し
た
。
自
動
車
で
の
往
来
が

ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
し
た
。

墓
地
や
境
内
の
清
掃
・
草
刈

な
ど
を
お
願
い
し
て
い
る
シ
ル

バ
ー
人
材
の
関
戸
肇
さ
ん
は
、

造
園
業
に
若
い
頃
に
携
わ
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
花
菖
蒲
の
株

分
け
を
昨
年
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
、
見
事
に
咲
き
ま
し
た
。

ご
予
定
く
だ
さ
い

盂
蘭
盆
会

月

日

時
～

8

10

10

秋
彼
岸
会

月

日

時
～

9

23

10

役
員
会

月
５
日

時

分
～

10

13

30

仏
教
を
聞
き
語
り
合
う
会

月

日

時

分
～

10

12

13

30

世
話
人
総
会

月

日

時

分
～

10

19

13

30

仏
具
磨
き

月

日

時

分
～

11

10

13

30

報
恩
講
準
備

月

日

時

分
～

11

14

13

30

逮
夜

時
～

15

晨
朝

日

時
～

15

6

日
中

日

時
～

15

10

勝
善
寺
聞
法
会

月

日

時

分
～

12

14

13

30

除
夜
の
鐘

月

日

時

分
～

12

31

23

45

修
正
会

月

日

時
～

1

2

10

八
日
講
十
日
講

月

日

時
～

1

8

9

仏
教
を
聞
き
語
り
合
う
会

月
８
日

時

分
～

2

13

30

春
彼
岸
会

月

日

時
～

3

20

10

花
ま
つ
り

月

日

時

分
～

4

12

13

30

仏
教
を
聞
き
語
り
合
う
会

月

日

時

分
～

5

10

13

30

中
佐
久
間
講

月

日

時

分
～

5

21

13

30

八
日
講
十
日
講

月
７
日

時
～

6

9

奉
仕
作
業

月

日

時

分
～

6

14

8

30

勝
善
寺
聞
法
会

月

日

時

分
～

6

14

13

30

勝善寺奉仕作業

一
列
目
右
か
ら
（
敬
称
略
）

高
梨

維
夫

能
重

勉

狩
野

昌
也

田
中

誠

明
石

義
久

田
中

嘉
一

川
名

信
之

田
村

晋
一

川
名

喜
昭

大
胡

幸
弘

重
田

和
夫

吉
田

誠

福
原

広
実

二
列
目

井
上

泰
之

朝
倉

和
利

鈴
木
正
一
郎

三
堀

清

田
村

徹
夫

高
梨

剛

川
名

利
幸

中
山

郁
夫

富
永

清
人

池
田

義
正

三
列
目

井
上

悦
子

川
名
三
枝
子

伊
藤

照
代

渡
邉

秀
子

大
胡
真
紀
子

堀
海

榮
子

石
井

久

四
列
目

長
谷
川
吉
枝

姫
松

信
子

大
胡
登
美
子

池
田
千
代
枝

川
名
志
緒
子

黒
川

敦
子

重
田

明
美

写
真
に
写
っ
て
い
な
い
参
加
者

艫
居

政
男

富
澤
眞
知
子

西
尾

和
恭

増
田

一
之

井
上

孝
昌

みなさん輝いています。有り難うございました。

6月８日(日)8:30～10:30

６月下旬～７月上旬６月上旬が見頃です。

暑
中
お
見
舞
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

原
子
爆
弾
が
広
島
・
長
崎
に
投
下

さ
れ
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
結
し
、

八
十
年
目
の
夏
を
迎
え
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
二
度
と
戦
争
の
惨
禍

を
起
こ
す
ま
い
と
国
際
連
合
を
設
立

し
、
日
本
国
憲
法
で
戦
争
を
放
棄
し

ま
し
た
。
理
性
と
道
徳
を
信
頼
し
て
、

世
界
平
和
を
叶
え
よ
う
と
。

し
か
し
大
国
の
拡
張
主
義
や
強
権

的
指
導
者
に
よ
り
、
今
や
そ
の
理
念

は
踏
み
つ
け
ら
れ
顧
み
ら
れ
ま
せ
ん
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
パ
レ
ス
チ
ナ
な
ど

で
続
い
て
い
る
戦
争
と
そ
の
惨
禍
は
、

こ
れ
が
原
因
で
す
。

私
た
ち
の
理
性
は
、
戦
争
を
自
ら

の
「
罪
悪
」
と
は
懺
悔
し
ま
せ
ん
。

常
に
自
ら
が
《
正
義
》
で
す
か
ら
。

そ
の
《
愚
か
さ
》
を
知
ら
さ
れ
る

こ
と
。
今
そ
れ
が
、
私
た
ち
全
人
類

の
課
題
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

池
田
勇
諦
師
は
、「
被
爆
八
十
周
年

非
核
非
戦
の
つ
ど
い
」
で
、

「「
非
」
の
自
覚
に
起
つ
」
と
講
題
に

掲
げ
、
こ
の
《
愚
か
さ
》
を
見
な
い

私
た
ち
の
生
き
方
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

「
こ
の
「
非
」
は
、
仏
教
の
説
く

「
中
道
」
の
こ
と
。
賛
成
と
反
対
の

両
極
を
切
り
、
真
理
に
か
な
っ
た
生

き
方
を
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。

こ
の
つ
ど
い
の
名
に
あ
る
「
非
核

非
戦
」
は
、「
反
核
反
戦
」
と
い
う
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
反
」
で
は
、

「
賛
核
賛
戦
（
抑
止
力
で
あ
る
核
保

有
に
賛
成
・
防
衛
戦
争
に
賛
成
）」
と

い
う
立
場
も
一
方
に
あ
り
ま
す
か
ら
、

必
ず
対
立
を
生
み
ま
す
。

こ
の
反
対
と
賛
成
の
両
極
、
人
間

（
理
性
）
の
立
場
を
、「
非
」
と
切
り
捨

て
る
。
こ
れ
が
「
非
戦
非
核
」
で
す
。

こ
の
智
慧
が
、南
無
阿
弥
陀
仏
で
す
。

私
た
ち
は
、「
非
」
の
自
覚
に
起
つ

生
き
方
、
仏
（
智
慧
）
の
立
場
に
立

脚
し
た
生
き
方
を
、
ど
こ
ま
で
も
致

し
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
が
私
の
申
し
あ
げ
た
い
こ
と

で
す
」
と
。

世
の
な
か
安
穏
な
れ
、
仏
法
ひ
ろ
ま
れ

親
鸞
聖
人

光といのち
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戦
争
は
こ
の
世
の

最
大
の
罪
悪
で
あ
る

人
間
が
殺
し
あ
う
の

だ
か
ら池

田
勇
諦
師

盂
蘭
盆
会

う

ら

ぼ

ん

え

八
月
十
日
（
日
）

十
時
～
十
一
時
半

ズ
ー
ム
配
信
し
ま
す
。
メ
ー
ル
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

悲願の鐘

広島平和記念公園

（見開きページをご覧ください）



悲
願
の
鐘
（
通
称

平
和
の
鐘
）

口
径

約
一
メ
ー
ト
ル

高
さ
一･

七
メ
ー
ト
ル

重
さ
一･

二
〇
〇
キ
ロ

制
作

香

取

雅

彦

建
立

原
爆
被
災
者
広
島
悲
願
結
晶
の
会

一
九
六
四
年
九
月
二
十
日
、
秋
彼
岸
の
中
日
、
原

爆
被
災
者
の
悲
願
を
結
晶
し
て
、
広
島
平
和
記
念
公

園
の
一
角
、
か
つ
て
被
爆
者
の
屍
体
が
、
る
い
る
い

と
積
み
重
ね
ら
れ
た
そ
の
地
点
に
、
悲
願
の
鐘
が
建

立
さ
れ
た
。

こ
こ
に
、
原
爆
被
災
者
の
悲
願
と
は
、
死
の
灰
を

浴
び
て
、
既
に
、
死
亡
さ
れ
た
人
々
の
平
和
の
願
い

を
意
味
す
る
。

建
立
の
祝
い
の
式
の
行
わ
れ
た
こ
の
日
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
聖
火
が
、
広
島
に
到
着
し
た
。

原
爆
を
つ
く
り
出
し
た
こ
と
に
よ
つ
て
、
自
ら
を

滅
亡
の
深
淵
に
お
と
し
入
れ
た
人
類
は
、
こ
の
滅
亡

を
ま
ぬ
が
れ
よ
う
と
し
て
、
苦
悩
を
つ
づ
け
て
い
る
。

し
か
し
平
和
は
、
生
存
の
欲
望
を
も
っ
て
、
招
き

よ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

平
和
の
実
現
は
、
真
理
の
認
識
か
ら
始
ま
ら
ね
ば

な
ら
な
い
。

原
爆
は
、
人
類
が
、
そ
の
全
史
を
通
じ
て
、
造
り

つ
づ
け
て
き
た
罪
業
の
結
晶
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
自
ら
つ
く
り
出
し
た
罪
の
報
い
を

ま
ぬ
が
れ
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
し
て
、
既
に
、

そ
の
報
い
を
引
き
受
け
て
、
な
く
な
つ
た
人
人
の
現

実
に
、
思
い
を
い
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
欲
望
の
只
中
に
、
清
浄
な
願
い
が
光
つ
て
い

る
で
は
な
い
か
。

平
和
は
、
彼
の
岸
か
ら
く
る
。

生
の
欲
望
で
は
な
く
て
、
死
の
事
実
か
ら
、
建
て

ら
れ
て
く
る
平
和
の
願
い
、
そ
れ
が
悲
願
で
あ
る
。

こ
の
鐘
の
正
面
に
刻
ま
れ
た
「
悲
願
」
の
二
字

こ
の
鐘
の
制
作
者

香
取
雅
彦

氏
は
、「
人
間
国
宝
」
に
認

定
さ
れ
た
鋳
金
工
芸
家
で
す
。

氏
の
著
作
『
鋳
師
の
春
秋
』
に
、

い
も
じ

「
こ
の
鐘
は
、
平
和
祈
願
に
燃
え
た
一
人
の
篤
信
家

の
熱
意
で
生
ま
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

金
沢
大
学
の
助
教
授
で
あ
っ
た
西
村
見
暁
と
い
う
人

が
あ
る
日
突
然
私
の
家
を
訪
ね
て
来
ら
れ
「
広
島
に
平

和
祈
願
の
鐘
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
わ
れ
た
。（
略
）

西
村
さ
ん
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
を
単
な
る

ス
ポ
ー
ツ
だ
け
の
も
の
に
し
た
く
な
い
と
、
平
和
祈
願

の
梵
鐘
づ
く
り
を
発
願
さ
れ
た
。
大
学
を
や
め
広
島
の

原
爆
落
下
地
点
に
近
い
所
に
居
を
移
し
、
退
職
金
な
ど

の
資
材
を
投
じ
て
鐘
づ
く
り
に
奔
走
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

私
も
そ
の
心
意
気
に
う
た
れ
、
実
費
で
制
作
を
ひ
き
う

け
る
と
い
う
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
異
色
の
鐘
と
な
っ

た
。」

と
、
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

右
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
「
建
立

原
爆
被
災
者
広
島

悲
願
結
晶
の
会
」
と
あ
り
、
発
願
者

西
村
見
暁

師
の

名
前
は
無
い
。
し
か
し
こ
の
一
文
に
、
師
の
世
界
平
和

へ
の
叫
び
が
響
い
て
き
ま
す
。

（
前
広
島
市
長
浜
井
信
三
筆
）
が
こ
の
鐘
の
名

で
あ
る
。

悲
願
の
鐘
に
は
、
平
和
の
象
徴
と
し
て
、
全
面

に
、
国
境
の
な
い
世
界
地
図
が
描
か
れ
て
い
る
。

闘
争
は
、
境
か
ら
始
ま
る
。

国
と
国
。
人
と
人
。
す
べ
て
境
は
、
自
分
の
生
と
、

自
分
の
死
と
の
、
境
の
反
映
で
あ
る
。

こ
の
境
の
あ
る
限
り
、
平
和
は
な
い
。

こ
の
境
の
と
れ
た
と
こ
ろ
に
だ
け
、
平
和
は
実
存

す
る
。

従
つ
て
、
こ
の
鐘
は
、「
自
己
を
知
れ
」
の
一
語
に
、

そ
の
願
を
結
集
し
た
。

西
哲
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
生
み
出
し
た
、
こ
の
デ
ル

フ
ォ
イ
の
神
勅
が
、
ギ
リ
シ
ャ
語
（
駐
日
ギ
リ

シ
ア
大
使
ア
レ
ク
シ
ス
・
レ
ア
テ
ィ
ス
筆
）
と

日
本
教
育
会
長
・
前
広
島
大
学
長
森
戸
辰
男
筆
）

を
も
つ
て
記
さ
れ
た
。

自
己
を
知
る
こ
と
が
、
平
和
を
現
実
と
す
る
唯

一
つ
の
道
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
し
て
、
赤
道
と

国
際
日
時
標
準
線
の
交
点
に
、
円
形
の
鏡
が
磨

き
出
さ
れ
た
。

自
ら
の
顔
を
、
こ
の
鏡
に
う
つ
し
て
、
後
に
、
こ

の
鐘
は
撞
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

敵
は
、
こ
れ
を
、
攻
め
る
こ
と
に
よ
つ
て
は
亡
び

ず
、
己
を
知
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
消
え
る
。

鏡
の
中
心
が
位
置
す
る
、
経
度
・
緯
度
、
共
に
零

度
の
点
。
精
神
の
こ
の
地
点
か
ら
こ
そ
、
国
境
の
な

い
世
界
が
開
く
の
で
あ
る
。

自
己
を
知
る
こ
と
の
極
み
は
、
自
己
が
零
と
な
る

こ
と
。
そ
の
時
、
宇
宙
が
、
自
己
と
な
る
。

死
ぬ
べ
き
自
己
が
死
ん
で
、
死
ぬ
こ
と
の
な
い

自
己
が
生
れ
る
。

こ
の
生
命
の
転
換
を
表
現
し
て
、
こ
の
鏡
は
、

赤
道
と
、
国
際
日
付
変
更
線
（
経
度
一
八
〇
度
）

と
の
交
点
に
、
原
子
模
様
の
撞
き
座
を
持
つ
。

こ
こ
に
撞
木
が
当
つ
て
、
こ
の
鐘
の
魂
が
、
十

方
に
響
き
わ
た
る
の
で
あ
る
。

社
会
的
存
在
の
原
子
は
、
自
己
で
あ
り
、
そ
の
核

は
、
自
我
心
で
あ
る
。

自
我
心
と
は
、
自
己
が
、
あ
く
ま
で
も
自
己
で
あ

ろ
う
と
す
る
力
、
す
な
わ
ち
、
生
き
よ
う
と
す
る
盲

目
の
意
志
を
意
味
す
る
。

こ
の
意
志
は
、
盲
目
で
あ
る
か
ら
、
自
分
が
死
ぬ

も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。

に
も
か
ゝ
わ
ら
ず
、
た
だ
ひ
た
す
ら
に
、
死
ぬ
こ

と
を
恐
れ
る
。

死
な
な
い
た
め
に
は
、
殺
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

殺
さ
れ
な
い
た
め
に
は
、
よ
り
強
力
な
武
器
を
必

要
と
す
る
。

こ
う
し
て
、
人
類
は
、
遂
に
、
原
水
爆
を
作
り
出

し
て
し
ま
つ
た
。

た
と
え
、
自
滅
を
ま
ぬ
が
れ
る
た
め
に
、
そ
の
禁

止
を
絶
呼
し
た
と
し
て
も
、
原
因
を
除
か
ず
に
、
結

果
だ
け
を
さ
け
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

原
水
爆
の
廃
棄
は
、
そ
れ
を
作
り
付
し
た
盲
目
の

意
志
を
克
服
す
る
他
に
、
方
法
は
な
い
の
で
あ
る
。

歴
史
は
、
人
類
の
開
眼
を
迫
つ
て
い
る
。

「
す
べ
て
の
国
の
、
す
べ
て
の
人
人
を
し
て
、
永

遠
絶
対
な
る
自
己
に
、
目
覚
め
し
め
ず
に
は
お
か
な

い
。
こ
の
絶
対
の
自
己
の
光
こ
そ
が
、
す
べ
て
の
国

の
、
す
べ
て
の
人
人
を
照
ら
し
、
一
切
の
貪
り
と
、

怒
り
と
、
怨
み
と
を
除
い
て
、
地
獄
の
火
を
滅
ば
す

の
で
あ
る
。
怒
り
と
、
怨
み
と
を
除
い
て
、
地
獄
の

火
を
滅
ば
す
の
で
あ
る
。」

こ
の
『
大
無
量
寿
経
』
の
一
節
が
、
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
語
（
駐
日
イ
ン
ド
大
使
ラ
ル
ジ
・
メ
ロ

ト
ラ
筆
）
を
も
つ
て
、
鐘
口
に
く
ま
ど
つ
て
刻

ま
れ
た
。

人
類
の
歴
史
を
貫
通
し
て
、
叫
ば
れ
て
き
た
、
こ

の
仏
陀
の
誓
い
。
こ
れ
こ
そ
が
、
被
爆
者
の
衷
心
に

輝
く
、
平
和
の
悲
願
で
あ
る
。

こ
の
悲
願
が
、
一
本
の
撞
木
に
凝
結
し
て
、
我
が

盲
目
の
核
を
打
ち
砕
く
と
き
、
死
ぬ
こ
と
の
な
い
生

命
の
自
覚
の
讃
歌
が
、
全
宇
宙
に
響
き
わ
た
る
の
で

あ
る
。

こ
の
魂
の
自
覚
の
響
き
は
、
天
体
の
輝
き
に
呼
応

す
る
。
そ
れ
は
、
宇
宙
生
命
、
そ
の
も
の
の
願
心
で

あ
る
。こ

の
宇
宙
の
心
を
表
現
し
て
、
こ
の
鐘
の
肩
回

り
に
は
、
日
と
、
月
と
、
南
十
字
星
と
、
北
斗

七
星
と
が
、
夫
々
、
東
・
西
・
南
・
北
に
位
置

し
、
一
連
の
瑞
雲
が
、
こ
れ
を
結
ん
で
い
る
。

か
く
て
、
こ
の
鐘
は
、
二
羽
の
鳩
を
配
し
た
、

龍
頭
を
も
つ
て
、
宇
宙
型
の
鐘
堂
に
つ
る
さ
れ
る
。

宇
宙
を
表
現
し
た
丸
屋
根
を
、
四
本
の
柱
が
支

え
る
。
そ
の
宇
宙
の
中
心
に
、
地
球
の
中
心
が

重
な
る
位
置
に
。

こ
の
中
心
の
一
点
こ
そ
、
本
来
の
自
己
の
座
で
あ

ろ
う
。

し
か
し
、
宇
宙
を
支
え
る
柱
と
は
、
何
で
あ
ろ
う

か
。

生
成
。

持
続
。

破
壊
。

消
滅
。

(1)

(2)

(3)

(4)

即
ち
、
万
物
の
流
転
で
あ
る
。

而
し
て
、
人
間
は
、
こ
れ
を
、
生
・
老
・
病
・
死

の
四
苦
と
し
て
、
体
験
す
る
の
で
あ
る
。

自
己
を
私
有
す
る
も
の
に
と
つ
て
、
苦
し
み
の
世

界
で
あ
る
こ
の
宇
宙
は
、
自
己
を
解
放
し
た
も
の
に

と
つ
て
は
、
実
に
、
浄
土
な
の
で
あ
る
。

鐘
堂
の
周
囲
に
は
、
玉
池
を
作
つ
て
、
色
と
り

ど
り
の
、
貴
重
な
蓮
が
植
え
ら
れ
て
、
浄
土
を

荘
厳
す
る
。

黄
蓮

米
国
産
。
皇
太
子
様
か
ら
の
寄
贈
。

(1)
白
蓮

中
国
廬
山
の
白
蓮
社
の
蓮
。

(2)
紅
蓮

二
千
年
前
の
土
中
か
ら
発
掘
さ
れ
、

(3)

大
賀
博
士
に
よ
つ
て
、
蘇
生
し
た
蓮
。

紫
蓮

イ
ン
ド
か
ら
贈
ら
れ
た
水
蓮
。

(4)



地
下
水
の
浸
食
に
よ
る
参
道

下
の
大
き
な
空
（
う
ろ
）
を
埋

め
る
た
め
側
溝
を
据
え
直
し
法

面
の
土
留
め
を
し
、
参
道
と
隣

接
す
る
市
道
の
補
修
工
事
を
し

ま
し
た
。
自
動
車
で
の
往
来
が

ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
し
た
。

墓
地
や
境
内
の
清
掃
・
草
刈

な
ど
を
お
願
い
し
て
い
る
シ
ル

バ
ー
人
材
の
関
戸
肇
さ
ん
は
、

造
園
業
に
若
い
頃
に
携
わ
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
花
菖
蒲
の
株

分
け
を
昨
年
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
、
見
事
に
咲
き
ま
し
た
。

ご
予
定
く
だ
さ
い

盂
蘭
盆
会

月

日

時
～

8

10

10

秋
彼
岸
会

月

日

時
～

9

23

10

役
員
会

月
５
日

時

分
～

10

13

30

仏
教
を
聞
き
語
り
合
う
会

月

日

時

分
～

10

12

13

30

世
話
人
総
会

月

日

時

分
～

10

19

13

30

仏
具
磨
き

月

日

時

分
～

11

10

13

30

報
恩
講
準
備

月

日

時

分
～

11

14

13

30

逮
夜

時
～

15

晨
朝

日

時
～

15

6

日
中

日

時
～

15

10

勝
善
寺
聞
法
会

月

日

時

分
～

12

14

13

30

除
夜
の
鐘

月

日

時

分
～

12

31

23

45

修
正
会

月

日

時
～

1

2

10

八
日
講
十
日
講

月

日

時
～

1

8

9

仏
教
を
聞
き
語
り
合
う
会

月
８
日

時

分
～

2

13

30

春
彼
岸
会

月

日

時
～

3

20

10

花
ま
つ
り

月

日

時

分
～

4

12

13

30

仏
教
を
聞
き
語
り
合
う
会

月

日

時

分
～

5

10

13

30

中
佐
久
間
講

月

日

時

分
～

5

21

13

30

八
日
講
十
日
講

月
７
日

時
～

6

9

奉
仕
作
業

月

日

時

分
～

6

14

8

30

勝
善
寺
聞
法
会

月

日

時

分
～

6

14

13

30

勝善寺奉仕作業

一
列
目
右
か
ら
（
敬
称
略
）

高
梨

維
夫

能
重

勉

狩
野

昌
也

田
中

誠

明
石

義
久

田
中

嘉
一

川
名

信
之

田
村

晋
一

川
名

喜
昭

大
胡

幸
弘

重
田

和
夫

吉
田

誠

福
原

広
実

二
列
目

井
上

泰
之

朝
倉

和
利

鈴
木
正
一
郎

三
堀

清

田
村

徹
夫

高
梨

剛

川
名

利
幸

中
山

郁
夫

富
永

清
人

池
田

義
正

三
列
目

井
上

悦
子

川
名
三
枝
子

伊
藤

照
代

渡
邉

秀
子

大
胡
真
紀
子

堀
海

榮
子

石
井

久

四
列
目

長
谷
川
吉
枝

姫
松

信
子

大
胡
登
美
子

池
田
千
代
枝

川
名
志
緒
子

黒
川

敦
子

重
田

明
美

写
真
に
写
っ
て
い
な
い
参
加
者

艫
居

政
男

富
澤
眞
知
子

西
尾

和
恭

増
田

一
之

井
上

孝
昌

みなさん輝いています。有り難うございました。

6月８日(日)8:30～10:30

６月下旬～７月上旬６月上旬が見頃です。

暑
中
お
見
舞
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

原
子
爆
弾
が
広
島
・
長
崎
に
投
下

さ
れ
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
結
し
、

八
十
年
目
の
夏
を
迎
え
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
二
度
と
戦
争
の
惨
禍

を
起
こ
す
ま
い
と
国
際
連
合
を
設
立

し
、
日
本
国
憲
法
で
戦
争
を
放
棄
し

ま
し
た
。
理
性
と
道
徳
を
信
頼
し
て
、

世
界
平
和
を
叶
え
よ
う
と
。

し
か
し
大
国
の
拡
張
主
義
や
強
権

的
指
導
者
に
よ
り
、
今
や
そ
の
理
念

は
踏
み
つ
け
ら
れ
顧
み
ら
れ
ま
せ
ん
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
パ
レ
ス
チ
ナ
な
ど

で
続
い
て
い
る
戦
争
と
そ
の
惨
禍
は
、

こ
れ
が
原
因
で
す
。

私
た
ち
の
理
性
は
、
戦
争
を
自
ら

の
「
罪
悪
」
と
は
懺
悔
し
ま
せ
ん
。

常
に
自
ら
が
《
正
義
》
で
す
か
ら
。

そ
の
《
愚
か
さ
》
を
知
ら
さ
れ
る

こ
と
。
今
そ
れ
が
、
私
た
ち
全
人
類

の
課
題
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

池
田
勇
諦
師
は
、「
被
爆
八
十
周
年

非
核
非
戦
の
つ
ど
い
」
で
、

「「
非
」
の
自
覚
に
起
つ
」
と
講
題
に

掲
げ
、
こ
の
《
愚
か
さ
》
を
見
な
い

私
た
ち
の
生
き
方
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

「
こ
の
「
非
」
は
、
仏
教
の
説
く

「
中
道
」
の
こ
と
。
賛
成
と
反
対
の

両
極
を
切
り
、
真
理
に
か
な
っ
た
生

き
方
を
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。

こ
の
つ
ど
い
の
名
に
あ
る
「
非
核

非
戦
」
は
、「
反
核
反
戦
」
と
い
う
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
反
」
で
は
、

「
賛
核
賛
戦
（
抑
止
力
で
あ
る
核
保

有
に
賛
成
・
防
衛
戦
争
に
賛
成
）」
と

い
う
立
場
も
一
方
に
あ
り
ま
す
か
ら
、

必
ず
対
立
を
生
み
ま
す
。

こ
の
反
対
と
賛
成
の
両
極
、
人
間

（
理
性
）
の
立
場
を
、「
非
」
と
切
り
捨

て
る
。
こ
れ
が
「
非
戦
非
核
」
で
す
。

こ
の
智
慧
が
、南
無
阿
弥
陀
仏
で
す
。

私
た
ち
は
、「
非
」
の
自
覚
に
起
つ

生
き
方
、
仏
（
智
慧
）
の
立
場
に
立

脚
し
た
生
き
方
を
、
ど
こ
ま
で
も
致

し
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
が
私
の
申
し
あ
げ
た
い
こ
と

で
す
」
と
。

世
の
な
か
安
穏
な
れ
、
仏
法
ひ
ろ
ま
れ

親
鸞
聖
人

光といのち
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戦
争
は
こ
の
世
の

最
大
の
罪
悪
で
あ
る

人
間
が
殺
し
あ
う
の

だ
か
ら池

田
勇
諦
師

盂
蘭
盆
会

う

ら

ぼ

ん

え

八
月
十
日
（
日
）

十
時
～
十
一
時
半

ズ
ー
ム
配
信
し
ま
す
。
メ
ー
ル
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

悲願の鐘

広島平和記念公園

（見開きページをご覧ください）
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